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問　題　提　起
早稲田大学 商学学術院教授　神　保　尚　武
　本日のテーマにかかわる大きな動きが今年度になってからありました。一つは、文部科学省がこ
の６月に「大学改革実行プラン～社会の変革のエンジンとなる大学づくり」という報告を出しまし
て、大学改革に本格的に乗り出すという姿勢を示しました。そしてその中の一節に、「グローバル
化に対応した人材育成」をしたいということが一つありまして、その施策として国際化の拠点大学
の形成をするというわけです。
　どのようなことをやってほしいかということをいくつか挙げています。卒業時の外国語力スタン
ダードの設定とこれを満たす学生数、それから卒業時における単位取得を伴う海外留学経験者数な
どをふやす、その達成目標を設定してほしい。それからこのグローバル化、国際化に向けて、日本
人学生の海外留学者数比率、外国人留学生数比率、外国語による授業の実施率などの具体的目標を
策定してほしい。さらに日本人学生の留学促進のための環境整備、英語による授業のみで学位取得
ができるコースの導入等の具体的構想を設定してほしいというわけです。
　先ほど大塚常任理事から、そのうちのいくつかは既に早稲田大学で具体的なプランが進行してい
るというお話がありました。
　それで文科省はすぐにこの拠点校づくりに入りまして、全国で40校の拠点校を選び出しました。早
稲田大学もその１校になったわけで、10月15日月曜日の『日本教育新聞』の一面のトップ記事で、早稲
田大学のことが報告されています。見出しは「全学生に海外留学」。文科省が大学の国際化拠点校を
指定したという見出しで、最初に早稲田大学が取り上げられていまして、もちろん理事会の取材から
こういう記事を書いているわけでしょうが、10年後に学生全員を留学させるという方向を打ち出してい
ます。全学生8,000人を海外への大学へ留学させるというわけです。これはもちろん短期留学も含めて
ですから、恐らく３カ月程度の短期留学の学生の数も数えているのではないかと思われます。
　その短期留学を促すために、クオーター制を導入する。来年度から１年を４学期に分けたクオー
ター制を段階的に導入したいというわけです。それから海外の協定校と共同で教育プログラムを新
設するというわけです。それから、英米だけではなく、ヨーロッパや非英語圏への留学も強化した
い、このような方針がこの新聞で報道されています。このようなことで大学の方針にわれわれ教員
側もいろいろな形で協力していきたいと考えています。
　本日は企業の方々、それからわれわれ仲間の研究者がグローバル化、グローバル人材に求められ
る資質と能力とはどのようなものなのだろうかということを論じていきますので、フロアの方々と
一緒にこの問題を深めていきたいと思います。よろしくお願いします。
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